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第４８２回（定例）福崎町議会会議録 

平成３０年１２月７日（金） 

午前９時３０分 開  会 

 

  １．平成３０年１２月７日、第４８２回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。 

 

  １．出席議員    １４名 

      １番  松 岡 秀 人       ８番  山 口   純 

      ２番  柴 田 幹 夫       ９番  牛 尾 雅 一 

      ３番  三 輪 一 朝      １０番  冨 田 昭 市 

      ４番  北 山 孝 彦      １１番  小 林   博 

      ５番  前 川 裕 量      １２番  石 野 光 市 

      ６番  河 嶋 重一郎      １３番  城 谷 英 之 

      ７番  木 村 いづみ      １４番  高 井 國 年 

 

  １．欠席議員（な し） 

 

  １．事務局より出席した職員 

    事 務 局 長  木ノ本 雅 佳  主      査  塩 見 浩 幸 

 

  １．説明のため出席した職員 

    町 長  橋 本 省 三  副 町 長  尾 﨑 吉 晴 

    教 育 長  髙 寄 十 郎  上下水道事業管理者  近 藤 博 之 

    技 監  吉 栖 雅 人  会 計 管 理 者  小 幡 伸 一 

    総 務 課 長  山 下 健 介  企 画 財 政 課 長   吉 田 利 彦 

    税 務 課 長  尾 﨑 俊 也  地 域 振 興 課 長   松 田 清 彦 

    住 民 生 活 課 長   谷 岡 周 和  健 康 福 祉 課 長   三 木 雅 人 

    農 林 振 興 課 長   松 岡 伸 泰  ま ち づ く り 課 長   福 永   聡 

    上 下 水 道 課 長   成 田 邦 造  学 校 教 育 課 長   岩 木 秀 人 

    社 会 教 育 課 長   大 塚 久 典 

 

  １．議事日程 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 会期の決定 

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第５６号 福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

    第 ５ 報告第５７号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福 

               崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条 

               例の一部を改正する条例について 

    第 ６ 議案第５８号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

               例について 

    第 ７ 議案第５９号 福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関する条例の 

               制定について 

    第 ８ 議案第６０号 福崎町辻川観光交流センターの設置及び管理に関する条例の 

               制定について 

    第 ９ 議案第６１号 福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例の 
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               制定について 

    第１０ 議案第６２号 大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定につい 

               て 

    第１１ 議案第６３号 福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定について 

    第１２ 議案第６４号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

    第１３ 議案第６５号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について 

    第１４ 議案第６６号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

    第１５ 議案第６７号 平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（ 

               第１号）について 

    第１６ 議案第６８号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号 

               ）について 

    第１７ 議案第６９号 平成３０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）につい 

               て 

    第１８ 議案第７０号 平成３０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

               について 

    第１９ 議案第７１号 平成３０年度福崎町下水道事業会計補正予算（第１号）につ 

               いて 

    第２０ 議案第７２号 福崎町道路線の廃止及び認定について 

 

  １．本日の会議に付した事件 

    第 １ 会議録署名議員の指名 

    第 ２ 会期の決定 

    第 ３ 諸報告 

    第 ４ 報告第５６号 福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

    第 ５ 報告第５７号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福 

               崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条 

               例の一部を改正する条例について 

    第 ６ 議案第５８号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

               例について 

    第 ７ 議案第５９号 福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関する条例の 

               制定について 

    第 ８ 議案第６０号 福崎町辻川観光交流センターの設置及び管理に関する条例の 

               制定について 

    第 ９ 議案第６１号 福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例の 

               制定について 

    第１０ 議案第６２号 大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定につい 

               て 

    第１１ 議案第６３号 福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定について 

    第１２ 議案第６４号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

    第１３ 議案第６５号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について 

    第１４ 議案第６６号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

    第１５ 議案第６７号 平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（ 

               第１号）について 

    第１６ 議案第６８号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号 
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               ）について 

    第１７ 議案第６９号 平成３０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）につい 

               て 

    第１８ 議案第７０号 平成３０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

               について 

    第１９ 議案第７１号 平成３０年度福崎町下水道事業会計補正予算（第１号）につ 

               いて 

    第２０ 議案第７２号 福崎町道路線の廃止及び認定について 

 

 

  １．開会 

 

議    長 皆さん、おはようございます。 

       議員の皆様方におかれましては、早朝からご参集いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

       第４８２回福崎町議会定例会の開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

       師走を迎え、今年もいよいよ残すところ一月足らずとなり、日ごとに寒さが増

し、冬の訪れを感じる季節となってまいりました。 

       さて、本定例会に提案されます案件は、議案第５６号から議案第７２号までの

１７件であります。いずれも重要な案件でありますので、慎重にご審議をいた

だき、また、議事の円滑なる運営につきましても、格別のご協力を賜りますよ

う、お願いいたします。 

       ただいまの出席議員数は、１４名でございます。 

       定足数に達しております。 

       よって、第４８２回福崎町議会定例会が、成立したことを宣告いたします。 

       また、事務局及び総務課から写真撮影の申し出がありますので、撮影を許可い

たします。 

       ただいまから、第４８２回福崎町議会定例会を開会いたします。 

       これより本日の日程に入ります。 

       本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。 

 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

議    長 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。 

       会議録署名議員の指名は、会議規則第１２７条の規定により議長が指名いたし

ます。 

        ５番、前川裕量議員 

       １３番、城谷英之議員 

       以上の両議員にお願いいたします。 

 

日程第２ 会期の決定 

 

議    長 日程第２は、会期の決定であります。 

       会期の決定の件を議題といたします。 

       去る１１月３０日、議会運営委員会を開いて検討をお願いし、既に皆様のお手
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元に配付しております日程表案のとおり、本日から１２月２０までの１４日間と

したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議    長 異議なしと認めます。 

       よって、会期は本日から１２月２０までの１４日間といたします。 

 

日程第３ 諸報告 

 

議    長 日程第３は、諸報告であります。 

       １１月１５日の第４８１回臨時会閉会後、本日までの議会活動報告については、

事務局に報告させます。 

事 務 局 議会活動報告をいたします。 

       報告の内容につきましては、主なものを申し上げます。 

       １１月２１日、衆議院議員会館、参議院議員会館において、議長が地元選出等

国会議員に対し、内水対策事業の推進による浸水被害の軽減などについて要望し

てまいりました。 

       同じく１１月２１日、ＮＨＫホールにおいて、第６２回町村議会議長会全国大

会が開催され、議長が出席いたしました。 

       同じく１１月２１日、福崎幼児園、福崎小学校において、福崎町民主化推進協

議会指定人権教育実践発表会が開催され、副議長が出席いたしました。 

       １１月２３日、第２９回福崎町自然歩道を歩こう大会が開催され、議長が出席

し、挨拶を述べてまいりました。 

       その他の議会活動報告は、お手元に配付の報告書のとおりです。 

       以上です。 

議    長 以上で、議会活動報告を終わります。 

       また、例月出納検査の報告書及び陳情書が議長宛てに提出されており、その写

しを配付しております。 

       次は、議案の上程及び議案説明であります。 

       これより、議案第５６号、福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について

から、議案第７２号、福崎町道路線の廃止及び認定についてまでの１７件を議題

といたします。これから、上程議案に対する町長の提案内容の説明を求めてまい

ります。 

町    長 皆様、おはようございます。 

       第４８２回福崎町議会定例会を開催しましたところ、全員のご出席を賜り、誠

にありがとうございます。 

       今年も、残すところ２０日余りとなりました。年々歳々、人同じにあらずと言

われていますが、この１年を振り返りますと、昨年に引き続き全国的に自然災害

の多い年でありました。 

       地震災害におきましては、６月に発生した大阪北部地震で登校中の児童が倒壊

した学校のブロック塀に巻き込まれ犠牲となりました。９月の北海道の地震では

至るところで土砂崩れが発生し、多くの民家が押し潰されました。 

       風水害では、平成最悪の水害といわれた７月豪雨、また、７月下旬からは台風

が毎週のように上陸し、日本各地の至るところで災害をもたらしました。特に台

風２１号では、強風により関西国際空港が高潮で数日間閉鎖に追い込まれました。

また、各地で電柱などの送電線が多数損壊し、近畿地方だけで２２５万戸の大規

模停電を起こしました。 
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       幸い本町では大きな被害はありませんでしたが、いつ想定外の大災害が発生す

るかわかりません。各地で起こる災害の教訓を胸に、自助、共助、公助の役割を

住民と共有できるよう、防災訓練の充実や広報による啓発など、万全の対応で進

めていく所存であります。 

       本年、忘れてはならないのが、７月中旬の連日の酷暑です。小１児童が校外学

習から学校に戻り、その後、熱中症で亡くなるなど各地で熱中症が多発しました。

今議会に上程した補正予算では、小中学校の空調設備整備費を追加し、全学年の

普通教室等全てに空調設備を設置いたします。また、ブロック塀の撤去費用の助

成についても計上させていただきました。 

       さて、福崎駅前では、観光交流センターの骨組みができ上がり、いよいよ駅周

辺の施設整備が目に見える形で進んでまいりました。５年という限られた期間で、

ほぼ計画どおり推進できましたのも、議員の皆様を初め、多くの住民の熱意が後

押しとなり、要望活動の成果としてここまで来られたことを大変うれしく思って

います。 

       年が明けますと、次々と各施設が完成します。駅前観光交流センターは駅周辺

の人々の交流の核として、辻川観光交流センターや移築復元する旧辻川郵便局は、

辻川界隈の歴史文化を活用した観光と文化の核として、町の活性化に大いに寄与

してくれるものと信じているところであります。施設がオープンすると、新たな

駅前、辻川界隈が誕生します。そして、来年は町民挙げて駅前と辻川の新たな門

出を祝いたいものであります。 

       これらの駅周辺整備や防災事業を初めとした工事の入札に当たっては、最低制

限価格制度を取り入れ、品質の確保を図っています。しかしながら、公共工事が

減少し、低価格入札が増加しています。このような状況は、企業経営の圧迫や下

請、資材業者へのしわ寄せなど、工事の品質低下につながる恐れもあることから、

適宜、見直しを実施する方向で進めております。このたび、社会情勢や近隣市町

の動向を踏まえ、最低制限価格において一定の引き上げを行いました。今後も状

況を踏まえ、柔軟に対応していきたいと考えています。 

       インフルエンザの流行が心配される時期となりました。これからもまだまだ寒

くなってきます。高齢者の皆様を初め、中学生３年生までの子どもたちには予防

接種の助成制度があります。ぜひこの制度を利用し、この冬を乗り切ってもらい

たいものであります。 

       続きまして、各課からの事業報告であります。 

       総務課につきましては、平成３０年度職員採用の第２次試験を１１月１５日に

実施いたしました。一般行政職は９名が受験し、合格２名、補欠合格３名、不合

格４名で、保健師は１名が受験し、合格となりました。 

       嘱託・臨時職員の募集につきましては、町広報誌、区長文書回覧などでお知ら

せしましたが、採用募集受付を平成３０年１２月２１日から２８日まで行います。

なお、試験日は１月１１日としています。 

       選挙人名簿登録者は、１２月１日の基準日現在、男子７，４９８人、女子８，

１５４人、計１万５，６５２人となっています。前回の基準日より２名の減とな

っているところであります。 

       企画財政課につきましては、平成３０年度予算編成指示会議を１１月１２日に

開催しました。職員には、私から予算編成方針について、「福崎町財政を見ると

非常に厳しい状況であるが、持続可能な財政運営を堅持していかなければならな

い。その中でも、選択と集中の徹底を図るとともに、住民の皆様のニーズを的確

に把握し、応える、安全安心なまちづくり、健やかな社会づくりへの取り組みに
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向け予算組みするように」と指示をいたしました。 

       総合計画の見直しにつきましては、基本構想の修正案並びに後期基本計画の原

案を作成し、総合計画審議会に諮っています。今後、議員各位にもご意見をいた

だきながら、策定していきたいと考えています。 

       地域振興課では、１１月４日、第４５回福崎秋まつりを、ひょうご森のまつり

２０１８と合同開催いたしました。兵庫県荒木副知事や遠野市飛内副市長を初め、

町内外からもたくさんの方をお迎えし、商工会を中心とした産業祭や公民館クラ

ブ活動発表会、食育イベントなど住民の方が主体となってつくるまつりを多くの

人に楽しんでいただきました。 

       第５回全国妖怪造形コンテストは、台湾のほか全国各地から、一般部門１６６

点、ジュニア部門４２点、合計２０８点の応募がありました。審査は、造形分野

の専門家並びに町関係者などの審査員によって行い、入賞作品を決定いたします。

なお、結果は本日、造形コンテストのホームページにて公表したいと思っている

ところであります。 

       住民生活課からは、１０月１９日、第２６回全国消防操法大会が富山県広域消

防防災センターで開催され、福崎町消防団庄分団が小型動力ポンプの部で兵庫県

代表として出場し、準優勝というすばらしい成績をおさめました。 

       １１月１８日にはエルデホールにおいて多くの来賓のご臨席を賜り、祝賀会を

開催いたしました。消防団非常呼集訓練を１１月１１日早朝に実施し、秋季全国

火災予防運動による町内防火パレードも実施いたしました。 

       第２９回自然歩道を歩こう大会を１１月２３日、東コースで実施し、天候にも

恵まれ、町内外から１，３３５人の参加がありました。 

       １２月１日から１２月１０日まで、年末の交通事故防止運動を展開し、各種の

キャンペーンを実施しています。本日も早朝から交通安全キャンペーンを実施さ

せていただきました。 

       １２月２６日から１２月３０日まで消防団年末特別警戒を実施いたします。ま

た、消防団出初式を来年１月１３日に田原小学校で開催いたします。 

       健康福祉課では、老人グラウンドゴルフ大会を１０月２５日に開催し、４２チ

ーム、２５２人の参加があり、盛大に実施することができました。 

       １１月１７日と１８日にまちぐるみ健診未受診者を対象に、後期の特定健康診

査とがん検診を実施いたしました。国民健康保険の特定健診は、人間ドックも合

わせて１，２２２人が受診され、受診率は３８．３％となりました。 

       農林振興課では、１０月１４日に田口の新池でため池教室が開催され、町内外

の小学生・中学生２２名とその保護者らが参加いたしました。実際にため池の中

に入って、泥だらけになりながら魚を捕ったりして、ため池の仕組みや生息する

生き物について学習いたしました。 

       １０月１９日、市川町保健福祉センターにおいて神崎郡農業委員会協議会の研

修が開催され、「地域に根差した農業委員会活動について」と題した講演に郡内

農業委員約７０名が参加いたしました。 

       １２月１日、第１６回銀の馬車道ため池ウォーキングが西光寺野土地改良区の

主催で、姫路市農業振興センターを会場に開催され、約１６０名の方が奥池・長

池、銀の馬車道など各史跡をめぐる約１１キロメートルのコースを歩きました。 

       まちづくり課では、福崎町橋梁長寿命化修繕計画に基づく定期点検の実施や、

長野橋、七種川橋ほかの補修工事を、内水対策事業では町道大貫山田線の中国自

動車道アンダーボックス部分の冠水対策を進めています。また、公共交通網形成

計画に基づき、再編したコミュニティバスのサルビア号の利用増を図るとともに、
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空き家の適正な管理に関する条例に基づき、危険な空き家の所有者等に対する指

導や、空き家の利活用を進めてまいります。福崎町東部工業団地の拡張につきま

しては、農業振興用地の除外に向け、関係機関と調整を進めています。 

       上下水道課におきましては、水道事業では、施設の耐震化を目的に工業団地配

水池の更新工事を進めています。また、西大貫地区においては、送水管更新跡の

舗装本復旧工事に着手いたしました。委託業務につきましては、水道事業の健全

な経営と安全安心な給水を持続するため、今後１０年間を計画期間とする水道事

業ビジョン・経営戦略の策定を進めています。 

       下水道汚水整備事業では、長目地区コミュニティプラントの公共下水道への切

り替え工事及び福崎企業団地において下水道管敷設跡の舗装本復旧工事を進めて

います。また、委託業務として福崎浄化センターの延命化を検討するため、スト

ックマネジメント計画を策定しています。 

       雨水整備事業では、川端雨水幹線の市川放流口の工事に着手いたしました。ま

た、南田原地区の浸水被害を軽減するため、昨年度に引き続き、川すそ雨水幹線

の工事を実施いたします。委託業務につきましては、川すそ川上流部の詳細設計

及び直谷第２雨水幹線の事業化に向けた手続きを進めてまいります。 

       学校教育課におきましては、１１月２２日に第１回福崎町長寿命化計画策定検

討委員会を開催し、実態把握と基本方針の案を提示いたしました。今後は、施設

整備の優先順位、コストの見直しを検討してまいります。 

       第２期子ども・子育て支援事業計画においては、１１月末に、就学前の児童及

び小学生児童の全保護者を対象にアンケートを配付、年末までにアンケートを回

収し、分析を進めてまいります。 

       社会教育課におきましては、歴史民俗資料館で、明治１５０年を記念し、特別

展「明治の福崎～福崎の近代化と明治の人々」を開催し、明治期の福崎地域の歴

史を振り返るとともに、その時期活躍した福崎ゆかりの人物も紹介しました。 

       大庄屋三木家住宅では、７代当主・通深に焦点を当てた「三木家好学の当主三

木通深」と題した特別展示を行いました。 

       第６回柳田國男ふるさと賞の入賞作品を集めた「福崎子どもふるさと展」を１

０月３０日から１２月９日まで柳田國男松岡家記念館で開催しています。 

       老人大学祭を１１月１０日・１１日に文化センターで実施し、各部の展示や記

念式典、演奏会が行われました。 

       人権・青少年健全育成フェスティバルを、明日、エルデホールで開催いたしま

す。小中学生の体験発表や、作家で僧侶の家田荘子さんに、「一緒に生きて行き

ましょう～生きるということ～」と題した講演をしていただきます。 

       平成３１年成人式を、来年１月１４日にエルデホールで実施いたします。現在、

成人式に向け、実行委員会で準備を進めているところであります。 

       さて、今議会に提出した議案は１７件であります。 

       議案第５６号は、福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任については、現委

員尾上定信氏が任期満了のため、さらに同氏を選任することについて議会の同意

を求めるものであります。 

       議案第５７号及び議案第５８号は、平成３０年の人事院勧告に基づく改正で、

賞与を０．０５カ月引き上げ、あわせて一般職は給料を平均０．２％増額させる

等の改正で、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用するものであり

ます。 

       議案第５９号から議案第６３号までは、福崎駅周辺整備事業等で完成予定の福

崎町駅前観光交流センター、福崎町辻川観光交流センター、福崎町辻川界隈歴
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史・文化館及び福崎駅前広場の施設、並びに、第１期の県指定文化財保存修理工

事が完成した大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定についてで、

それぞれの施設の今後の運営管理等について定めるものであります。 

       議案第６４号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例については、

未婚のひとり親家庭に対して寡婦等との不均衡を是正するための改正で、公布の

日から施行し、平成３０年９月１日から適用するものであります。 

       議案第６５号、平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第２号）についてから

議案第７１号、平成３０年度福崎町下水道事業会計補正予算（第１号）について

までは、補正予算で職員の人事異動や平成３０年度人事院勧告に伴う人件費のほ

か、特に一般会計では、小・中学校空調設備整備工事費や文珠荘施設改修工事費

の補正が主なものとなっています。 

       議案第７２号、福崎町道路線の廃止及び認定については、駅周辺の道路整備に

伴い道路法の規定に基づき、２級駅文化センター線ほか３線を廃止し、新たに２

級駅文化センター線ほか３線を認定することについて、議会の議決を求めるもの

であります。 

       以上、人事案件１件、条例改正３件、条例制定５件、補正予算７件、その他１

件の全１７件となっています。 

       詳細説明は、副町長ほか、担当課長が行いますので、ご審議賜りご賛同いただ

きますようよろしくお願い申し上げて、冒頭の挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

議    長 ただいま、町長から上程議案に対する概要の説明が終わりました。 

       これから議案番号順に詳細なる説明を求めてまいりますが、関連する議案は複

数で説明を求める場合もございますので、あらかじめご承知をお願いいたします。 

 

日程第４ 議案第５６号 福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 

議    長 日程第４、議案第５６号、福崎町固定資産評価審査委員会委員の選任について

を議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。 

副 町 長 議案第５６号について、ご説明いたします。 

       固定資産評価審査委員会委員の選任は、地方税法第４２３条に基づくもので、

町の住民、町税の納税義務者または固定資産の評価について学識経験の有する者

のうちから、議会の同意を得て町長が選任するものと定められています。委員の

定数は３名で、任期は３年であります。その職務につきましては、固定資産課税

台帳に登録された評価額に対する不服申立があった場合に、評価額の審査決定を

行います。 

       現委員の尾上定信氏が、１２月１９日に任期満了となり、再任をお願いするも

のです。 

       それでは、尾上定信氏の経歴等を説明させていただきます。住所は神崎郡福崎

町大貫４５番地、生年月日は昭和２３年５月２０日生まれの現在７０歳でござい

ます。昭和４２年３月に兵庫県立福崎高等学校を卒業されています。 

       職歴といたしましては、昭和４２年４月に日本電信電話公社に入社され、各支

店等の課長を経て、平成９年３月にＮＴＴ物流サービス株式会社神戸店店長に就

任、平成１１年３月に退職され、平成１５年４月からは庭公房おのえを経営され

ています。 

       役職歴といたしましては、平成２４年１２月から固定資産評価審査委員会委員

を、平成２５年１２月からは民生児童委員を務めていただいております。 
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      尾上氏は、地域住民の代表として固定資産評価審査委員に適任であり、職責を全

うされており、今回再任をお願いするものです。 

      議案第５６号資料に「私の抱負」と任期表をお示ししていますので、ご参照くだ

さい。 

      以上で、議案第５６号の説明を終わらせていただきます。ご賛同賜り、ご承認く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日程第５ 議案第５７号 福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び福崎町議 

            会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改 

            正する条例について 

日程第６ 議案第５８号 福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

 

議    長 日程第５、議案第５７号、福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条

例及び福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例について及び日程第６、議案第５８号、福崎町一般職の職員の給与

に関する条例の一部を改正する条例についてを一括議題といたします。両案に対

する詳細なる説明を求めます。 

総 務 課 長  議案第５７号、第５８号について、説明をいたします。 

       この議案は、平成３０年８月の人事院勧告に係るものでございます。 

       今年の人事院勧告は、月例給、期末勤勉手当とも増額の勧告となり、５年連続

の増額となりました。人事院の給与勧告の骨子につきましては、議案第５８号資

料の９ページにお示ししておりますので、ごらんいただけたらと思います。 

       福崎町では、国の人事院勧告に倣い、月例給は公務員給与と民間給与との格差

０．１６％を埋めるため、行政職給料表の給料を平均で４００円程度引き上げま

すが、民間の初任給との差があることから、若年層の引き上げに重点を置いてお

ります。 

       二つ目は、期末勤勉手当の引き上げでございます。０．０５カ月引き上げとな

りますが、勤務成績に応じた給与の推進のため、勤勉手当に配分をしております。

宿日直手当につきましては、４，２００円を２００円引き上げ４，４００円とい

たします。また、平成３１年度のボーナスは、民間の調査によると、６月と１２

月の差がほぼないところから、支給月数を同じとしています。これらの勧告を踏

まえ、条例改正をしようとするものでございます。 

       まず、特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例の一部改正、第１条でご

ざいます。議案第５７号資料の１ページをお開きください。 

       期末手当として、条例第４条第２項の表中、１２月１日の基準日に６カ月の在

職期間を有する者に支給する期末手当の額を０．０５カ月引き上げ、１００分の

２２７．５を１００分の２３２．５としますほか、それぞれ在職期間に応じた支

給率も改め、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用いたします。 

       下段は第２条関係でございます。これは、平成３１年度以降の期末手当でござ

います。先に説明しましたように、民間に合わせ、６月、１２月とも同額に改正

するもので、条例第４条第２項の表中、６月１日及び１２月１日の基準日に関し

て、６カ月の在職期間を有する者に支給する期末手当の額を１００分の２２０と

しますほか、それぞれの在職期間に応じた支給率も改めております。この改正は、

平成３１年４月１日から施行するものです。 

       続きまして、議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部
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改正でございます。 

       先ほどの、特別職の条例改正と全く同様の改正内容でございます。 

       なお、この改正によりまして、特別職及び議会議員の期末手当の年間支給月数

は４．３５カ月から４．４０カ月となります。 

       続きまして、議案第５８号の説明をさせていただきます。 

       議案第５８号資料１ページをごらんください。新旧対照表で説明いたします。 

       福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正、第１条関係でございます。 

       条例第２４条は、宿日直手当の改正で、現在４，２００円を４，４００円に引

き上げます。 

       条例第２８条第２項第１号の改正は、勤勉手当の改正で、１２月の支給の勤勉

手当を０．０５カ月引き上げ、１００分の９５に改めるものでございます。第２

号は再任用職員の改正です。別表第１、第７条関係は、行政職給料表を改めるも

ので、民間の初任給との差があることから、若年層に手厚い引き上げとなってお

ります。平均で０．２％の引き上げです。世代間の給与配分の観点から、若年層

に重点を置いた改正となっております。 

       この改正は公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用するものでござ

います。 

       ６ページをごらんください。 

       第２条関係です。これは平成３１年度以降の期末手当及び勤勉手当の改正で、

先ほど説明しましたように、６月、１２月の支給額を同額にしようとするもので

ございます。 

       第２７条は、期末手当の改正で、第２項は６月、１２月のそれぞれの支給月数

をどちらも１００分の１３０にするものでございます。第３項の改正は、再任用

職員の改正です。 

       第２８条は、勤勉手当の改正で、６月、１２月勤勉手当をどちらも１００分の

９２．５にするものでございます。同条第２項第２号の改正は、再任用職員の改

正です。これにより、６月、１２月とも同額になり、支給月数は合計で４．４５

カ月となります。 

       この改正は平成３１年４月１日から施行します。 

       次のページは先ほど説明しました期末勤勉手当の改正を、臨時嘱託職員を含め

わかりやすくしたものです。その次のページは、平成３１年度からのものでござ

います。 

       今回の人事院勧告を踏まえて行う給与改定に伴う影響額は、特別職、町職員合

わせて年間で５４３万円の増額となります。 

       以上、議案第５７号及び議案第５８号の説明とさせていただきます。ご審議賜

り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日程第７ 議案第５９号 福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関する条例の制定に 

            ついて 

日程第８ 議案第６０号 福崎町辻川観光交流センターの設置及び管理に関する条例の制定に 

            ついて 

日程第９ 議案第６１号 福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条例の制定に 

            ついて 

 

議    長 日程第７、議案第５９号、福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関す

る条例の制定についてから、日程第９、議案第６１号、福崎町辻川界隈歴史・文
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化館の設置及び管理に関する条例の制定についてまでを一括議題といたします。

各案に対する詳細なる説明を求めます。 

地域振興課長 議案第５９号から議案第６１号につきましてご説明申し上げます。 

       これらの３条例の制定につきましては、「誰もが訪れやすく、住みやすいまち

づくり及び地域資源を活用した交流拠点づくり」を目標として取り組む都市再生

整備計画に基づき、建設を進める二つの観光交流センターと移築整備を進める旧

辻川郵便局につきまして、地方自治法第２４４条の２の規定に基づき、設置及び

管理に関する事項を定めようとするものです。それぞれの施設の利活用方策につ

きましては、福崎駅周辺整備対策特別委員会におきましてご説明申し上げるとと

もに、ご提案をお受けしているところですが、宿泊の役務や飲食の提供等の業務

も考えていることから、施設の管理運営につきましては、民間事業者としての機

動性と弾力性を生かし、経営ノウハウを導入することが好ましいと判断し、指定

管理者に管理を行わせることとしています。 

       また、二つの観光交流センターにつきましては、設置目的が異なるため、それ

ぞれに条例を設けることとし、ＪＲ福崎駅前に整備を進める福崎町駅前観光交流

センターにつきましては、交流をコンセプトとした観光案内や地域情報の発信、

駅利用者の利便性向上にも配慮した拠点施設として活用を図ってまいります。 

       一方、もちむぎ、妖怪を生かした観光や、柳田國男ゆかりの地として、歴史的

建造物が建ち並ぶ辻川地区の歴史・文化をコンセプトとした観光案内や地域情報

の発信、特産品や妖怪グッズ等の販売や軽食の提供を行うなど、道の駅機能を有

した福崎町辻川観光交流センターを設置いたします。 

       二つの施設が連携しながら、また、それぞれの特徴を生かせる公の施設として

設置及び管理に関する条例を制定いたします。 

       それでは条例案に沿って議案第５９号、福崎町駅前観光交流センターの設置及

び管理に関する条例の制定について、説明いたします。 

       議案の次のページをごらんください。 

       第１条は、条例の趣旨としまして、福崎町駅前観光交流センターの設置及び管

理に関する必要な事項を定めると規定しています。第２条、第３条では、公共交

通機関の利用者の利便性向上を図るほか、地域の方の憩いの場としての活用や、

観光情報、町内の企業情報を発信するなど、町民や来訪者の交流を促進し、地域

のにぎわい創出や活性化に資するため、福崎町駅前観光交流センターを福崎町福

田３０２番地１１に設置することとしています。第４条には、目的を達成するた

めに実施する事業を定め、第５条で管理を指定管理者に行わせることとし、指定

管理者が行う業務を第６条に規定しています。第７条には、施設の開館時間及び

休館日を規則を定めることとしており、第８条、第９条につきましては、利用料

金に関する事項としまして、指定管理者の収入として収受させる利用料金制につ

いての規定や、利用料金の決定についてはあらかじめ町長の承認を得ることが必

要となる承認料金制、減免に関する事項などを定めています。また、第１０条か

ら第１２条につきましては、施設の利用に関する事項として、利用の承認、制限、

取り消しについて定めています。第１３条は、指定管理者及び利用者に対する原

状回復義務を、第１４条につきましては、規則への委任を規定しています。 

       附則では、施行日を公布の日から１年を超えない範囲内において規則で定める

日としており、指定管理者の指定手続きや施設供用のために必要な準備行為につ

きましては、条例施行前でも行うことができると規定しています。 

       なお、議案第５９号説明資料としまして、本条例の施行に伴い必要となる事項

を定めた施行規則案を添付しておりますが、条例の附則第２項により条例施行前
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に行う指定管理者の指定手続や供用に向けた準備行為につきましては、この規則

の規定に基づき、公布の日から施行することとしています。 

       以上、議案第５９号、福崎町駅前観光交流センターの設置及び管理に関する条

例の制定についての説明とさせていただきます。 

       次に、議案第６０号、福崎町辻川観光交流センターの設置及び管理に関する条

例の制定について説明いたします。 

       議案の次のページをごらんください。 

       この条例につきましては、先ほど説明申し上げました福崎町駅前観光交流セン

ターの設置及び管理に関する条例と同様の規定をしておりますが、設置の目的が

異なるため、別の条例として制定をお願いするものです。 

       第２条、第３条としまして、観光・歴史・文化に関する情報発信により辻川界

隈の魅力を高め、町民及び来訪者の交流促進と特産品等を活用した地域振興に資

するため、福崎町辻川観光交流センターを福崎町西田原１４７０番地１に設置す

ることとしています。 

       以上、議案第６０号、福崎町辻川観光交流センターの設置及び管理に関する条

例の制定についての説明とさせていただきます。 

       続きまして、議案第６１号、福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関

する条例の制定について、ご説明申し上げます。 

       議案の次のページをごらんください。 

       この条例につきましても、先ほどと同様にこれまで説明してまいりました内容

と異なる部分の説明とさせていただきます。 

       第２条、第３条としまして、福崎町辻川界隈歴史・文化館は、大正時代の郵便

局舎として平成２０年に国の登録有形文化財に指定されており、その外観をでき

る限りとどめ、辻川界隈での歴史と文化を町民や来訪者に伝え、交流を促進し、

地域の活性化に資するため、福崎町辻川界隈歴史・文化館を福崎町西田原１０２

２番地１に設置するとしています。 

       また、附則では施行日を公布の日から２年を超えない範囲内において規則で定

める日と規定しています。 

       以上、議案第６１号、福崎町辻川界隈歴史・文化館の設置及び管理に関する条

例の制定に対する説明とさせていただきます。 

       ３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日程第１０ 議案第６２号 大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定について 

 

議    長 日程第１０、議案第６２号、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の

制定についてを議題といたします。 

       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

社会教育課長 議案第６２号、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定について、

ご説明申し上げます。 

       この条例は、保存修理工事が完了し、平成２９年度から公開しております主屋

と、まだ修理工事ができていない副屋、離れ、内蔵、米倉、酒蔵及び角倉とを区

分し、規定をいたします。 

       先ほど地域振興課より提案説明でありましたように、公開しております主屋以

外の部分につきましては、機動性、弾力性を持つ民間事業者の力をお借りし、修

理、活用を目指します。活用部分では、宿泊の役務や飲食の提供等の業務も検討

しておりますので、施設の管理運営につきましては、指定管理者に管理を行わせ
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ることとしております。 

       それでは、議案の次のページをごらんください。 

       第１条は、条例の趣旨としまして、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する

必要な事項を定めることと規定しております。第２条は、目的としまして、大庄

屋の遺構である三木家住宅を文化財として保存活用することにより、その価値を

町内外の人々に伝え、地域の歴史や文化について理解を深めるとともに地域の活

性化や文化の振興を図るために三木家住宅を設置するとしております。第３条は、

名称と位置を規定しています。第４条では、定義としまして、現在公開しており

ます主屋と保存修理工事ができず非公開としております主屋以外の規定をしてい

ます。議案資料３ページに参考図面をお示ししております。第５条は、施設の管

理としまして、主屋は教育委員会、主屋以外は指定管理者に管理を行わせること

としております。第６条には、目的を達成するために実施する事業を定め、第７

条で、指定管理者が行う業務を規定しております。第８条には、施設の開館時間

及び休館日を規則で定めることとしており、第９条、第１０条につきましては、

利用料金に関する事項としまして、指定管理者の収入として収受させる利用料金

制についての規定や、利用料金の決定についてはあらかじめ町長の承認を得るこ

とが必要となる承認料金制、減免に関する事項などを定めております。また、第

１１条から第１３条につきましては、施設の利用に関する事項として、利用の承

認、制限、取り消しについて定めております。第１４条は、指定管理者及び利用

者に対する原状回復義務を、第１５条につきましては、規則の委任を規定してい

ます。 

       附則では、施行日を公布の日からとしておりますが、指定管理者に係る規定は

２年を超えない範囲内において規則で定める日としております。指定管理者の指

定手続や条例施行に伴う準備行為につきましては、条例施行前でも行うことがで

きると規定しています。 

       なお、議案第６２号説明資料としまして、本条例の施行に伴い必要となる事項

を定めた施行規則案を添付しておりますが、条例の施行に合わせて制定すること

としており、規則の施行日につきましては公布の日から、また指定管理者に係る

規定につきましては、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の一部の施

行期日を定める規則で定める日から施行するとしております。 

       以上、議案第６２号、大庄屋三木家住宅の設置及び管理に関する条例の制定に

ついての説明とさせていただきます。 

       ご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

日程第１１ 議案第６３号 福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定について 

 

議    長 日程第１１、議案第６３号、福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定

についてを議題といたします。 

       本案に対する詳細なる説明を求めます。 

まちづくり課長 議案第６３号につきまして、ご説明申し上げます。 

       福崎駅前広場につきましては、都市計画道路福崎駅田原線の駅前広場として平

成２８年１２月２６日に現在の形状への都市計画変更の決定を行いました。駅前

広場は、道路事業と都市再生整備計画事業を組み合わせて整備を行ってまいりま

した。駅前広場のうち、交流広場部分につきましては、議案第５９号で提案説明

のあった駅前観光交流センターと一体的に指定管理者に管理を行わせることで、

センターの開館時間中であればその場で手続きができ、観光交流センターと連携
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することで、より交流広場の活用の幅が広がり、にぎわいの創出につながると考

えております。 

       また、交通広場は道路施設でありますので、歩道の一部をイベント等に利用す

る場合は道路管理者の占用許可が必要となりますが、駅前広場の管理や適正な利

用に支障を及ぼさない範囲で許可できる規定としております。駅前観光交流セン

ターと福崎駅前広場が連携し、相乗効果が発揮できるようにする一方で、二つの

施設は性質の違いから別々に公の施設として設置及び管理に関する条例を制定い

たします。 

       それでは、条例案に沿って議案第６３号、福崎駅前広場の設置及び管理に関す

る条例の制定について、説明いたします。 

       議案の次のページをごらんください。 

       第１条は、条例の趣旨としまして、福崎駅前広場の設置及び管理に関する必要

な事項を定めると規定しております。第２条及び第３条では、福崎駅周辺ににぎ

わいの創出、利便性の向上及び道路交通の円滑化を図る福崎駅前広場を福崎町福

田３０１番地１に設置いたします。第４条には、管理を指定管理者に行わせるこ

とができるものとし、指定管理者が行う業務を第５条に規定しております。第６

条には、指定管理者が行う管理業務の基準を規定しております。第７条には、駅

前広場における禁止行為を規定しております。第８条には、占用許可として第１

項ではタクシー待機場、バス待機場の利用は町長の占用許可が必要なことを規定

しております。第３項には、駅前広場の歩道上等において集会、演説、地域の活

性化に資する事業などを行う場合は、町長の許可を受けることが必要であること

を定め、ただし書きにおいて駅前広場のうち、別途定める区域においては、指定

管理者に利用の承認を行わせることができる規定としております。 

       議案第６３号資料をごらんください。 

       資料の１ページには規則の案を、資料の２ページには別図としまして駅前広場

のうち、指定管理ができる範囲を定めております。 

       議案にお戻りください。 

       第９条から第１１条につきましては、施設の利用に関する事項として、利用の

条件、許可の期間、許可の変更等について定めております。第１２条には、第１

項から第３項で、指定管理者が管理する範囲においては、利用者は指定管理者か

ら利用の承認を受け、その利用料金は指定管理者の収入として収受させ、利用料

金は条例別表の占用料等を参考に指定管理者が町長の承認を得て定めることを規

定しております。第４項で指定管理者が管理する範囲以外は、町長が条例別表の

占用料を徴収することを規定しております。第１３条から第１７条は占用料の減

免、還付、許可の失効、原状回復義務、監督処分をそれぞれ規定しております。

第１８条は、駅前広場を損傷した場合の損害賠償を規定しております。第１９条

には、指定管理部分の供用の休止について規定しています。第２０条には、第１

３条から第１７条における指定管理を行う場合の準用規定で、読み替えを規定し

ております。第２１条につきましては、規則への委任を規定しております。 

       附則では、施行日を公布の日から１年を超えない範囲内において規則で定める

日としており、附則第２項によりまして、条例施行前に行う指定管理の指定手続

きや供用に向けた準備行為につきましては、公布の日から行うことができること

としております。また、附則第３項で、福崎町交通広場の設置及び管理に関する

条例を廃止いたします。 

       なお、議案第６３号説明資料としましては、本条例の施行に必要な事項を定め

た施行規則案を添付しておりますので、ご参照ください。 
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       以上、議案第６３号、福崎駅前広場の設置及び管理に関する条例の制定につい

ての説明とさせていただきます。 

       ご審議賜り、ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議    長 説明の途中でありますけれども、暫時休憩したいと思います。 

       再開につきましては、１０時４５分からよろしくお願いいたします。 

◇ 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４４分 

◇ 

議    長 それでは、再開したいと思います。 

 

日程第１２ 議案第６４号 福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について 

 

議    長 日程第１２、議案第６４号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。 

健康福祉課長 議案第６４号、福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例について、ご

説明申し上げます。 

       議案第６４号資料１ページをごらんください。 

       今回の改正は、福祉医療費助成事業のうち、重度障害者医療の所得制限は国の

自立支援医療制度の所得基準を準用しています。また、子ども医療を除く各制度

における低所得者基準についても自立支援医療制度の基準に合わせています。準

用している「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に

係る政令及び規則が改正されたことから、平成３０年９月１日に兵庫県福祉医療

費助成事業実施要綱が改正されたことに伴い、福崎町福祉医療費助成条例を改正

しようとするものです。 

       内容は、未婚のひとり親家庭に対して寡婦等との不均衡を是正するため、福祉

医療における市町村民税所得割額の算定等において、未婚のひとり親を地方税法

上の寡婦または寡夫とみなして税額を計算するというものでございます。 

       資料２ページの新旧対照表をお願いいたします。 

       第２条第２３号の改正は、低所得者区分における適用として、用語の定義にお

いて、婚姻によらないで母または父となり、現に婚姻をしていない方を地方税法

第２９２条第１項第１号イに定める寡婦、または同項第１２号に定める寡夫とみ

なした上で同法第２９５条第１項第２号の規定により当該市町村民税が課されな

いことになる方として、市町村民税非課税者に含めようとするものです。 

       ３ページをお願いいたします。 

       第３条第５項の追加は重度障害者医療の所得制限額の算定における適用として、

第２条と同様に寡婦等とみなしても、なお当該市町村民税の納税義務者となる方

について、同法第３１４条の２第１項第８号の規定による寡婦控除及び寡夫控除

並びに同条第３項の規定による特別寡婦控除が適用された場合の所得割額と同等

の額を用いて、所得割額の合計額を算定しようとするものです。 

       附則として、この条例は公布の日から施行し、改正後の福崎町福祉医療費助成

条例の規定は平成３０年９月１日から適用いたします。 

       以上で、議案第６４号の説明を終わります。ご審議賜り、ご賛同いただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

 

日程第１３ 議案第６５号 平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第２号）について 
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議    長 日程第１３、議案第６５号、平成３０年度福崎町一般会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。本案に対する詳細なる説明を求めます。 

企画財政課長 議案第６５号について、ご説明申し上げます。 

       平成３０年度福崎町一般会計予算（第２号）は、既定の歳入歳出予算の総額に、

歳入歳出それぞれ４億９，３４０万円を追加し、補正後の予算の総額を９４億５，

０７０万円とするものであります。 

       主な補正内容は、地方公務員の人事院勧告に基づく職員の給与改定等並びに人

事異動等による人件費の増減、小・中学校の全ての普通教室と特別支援教室に空

調設備の設置に係る歳入歳出の増額、文珠荘の外壁塗装及び屋上の全面防水工事、

子どものための教育・保育給付費における過年度の国・県への税外還付金の歳出

の増額、平成３０年３月利用分より本庁舎上下水道施設も含めた高圧電力の調達

について、関西電力との契約に伴い法人特約割引の変動等による電気代の増減な

どであります。 

       まず、全般に係る人件費の補正内容につきましては、人事院勧告に合わせた初

任給、若年層を中心とした給料月額の引き上げ、期末手当または勤勉手当の０．

０５カ月分の引き上げといった改定等による増額、４月１日以降の職員の人事異

動による各会計目間における増減と、当初予算で積算していた幼児園の臨時職員

の採用減などによる減額、こういったものを精算して計上しております。 

       一般会計予算に係る特別職３名及び水道及び下水道事業等を除く職員２２０名

に係る人件費の補正額は、一般会計職員で１，７９４万２，０００円の減、特別

会計に対する繰出金で５２８万９，０００円の減、合計で２，３２３万１，００

０円の減額となります。特別職３名は、合計１３７万２，０００円の減となりま

す。一般会計職員の１，７９４万２，０００円の減の主な項目別内訳ですが、給

料で２，１８８万５，０００円の減、期末勤勉手当で１４２万６，０００円の増、

災害等による時間外手当で５２２万円の増、県共済組合負担金で、人勧による給

料や期末勤勉手当の増加による影響よりも短期の共済組合の負担金等の減少影響

が大きく、４７６万円の減であります。このたびの人事院勧告の影響額は全会計

で５４２万５，０００円の増であります。 

       議案第６５号説明資料の１ページに全会計の給与費明細書をおつけしておりま

すので、ご参照ください。 

       第１表、歳入歳出予算補正につきましては、事項別明細書でご説明申し上げま

す。 

（以下、事項別明細書朗読説明につき省略） 

       以上、議案第６５号の説明とさせていただきます。よろしくご審議賜り、ご賛

同いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

日程第１４ 議案第６６号 平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号 

             ）について 

日程第１５ 議案第６７号 平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

             号）について 

日程第１６ 議案第６８号 平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）に 

             ついて 

 

議    長 日程第１４、議案第６６号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第２号）についてから、日程第１６、議案第６８号、平成３０年度福崎



－17－ 

町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）についてまでの議案を一括議題とい

たします。 

       各案に対する詳細なる説明を求めます。 

健康福祉課長 議案第６６号から６８号までについて、ご説明いたします。 

       議案第６６号、平成３０年度福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号）について、ご説明申し上げます。 

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３７万１，０

００円を追加し、補正後の予算額をそれぞれ２０億８６７万１，０００円とする

ものです。 

       めくっていただきまして、第１表をお願いいたします。 

       補正の内容につきましては、一般会計にもございましたが、人事院勧告による

職員の給与等で、歳出では総務費、歳入では繰入金をそれぞれ３７万１，０００

円増額するものです。事項別明細書５ページから７ページには給与費明細書を添

付しておりますので、ご参照ください。 

       以上で、議案第６６号の説明とさせていただきます。 

       続きまして、議案第６７号、平成３０年度福崎町後期高齢者医療事業特別会計

補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。 

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３万３，００

０円を追加し、補正後の予算額をそれぞれ２億５，３６３万３，０００円とする

ものです。 

       おめくりいただきまして、第１表をごらんください。 

       補正の内容は、人事院勧告による職員給料等の増で、歳出では総務費、歳入で

は繰入金をそれぞれ３万３，０００円増額するものです。事項別明細書の５ペー

ジから７ページには、給与費明細書を添付しておりますので、ご参照ください。 

       以上で、議案第６７号の説明を終わります。 

       続きまして、議案第６８号、平成３０年度福崎町介護保険事業特別会計補正予

算（第２号）について、ご説明申し上げます。 

       今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ５７５万４，

０００円を減額し、補正後の予算額をそれぞれ１６億６，０８４万６，０００円

とするものです。 

       おめくりいただきまして、第１表をごらんください。 

       補正の内容につきましては、人事院勧告による職員給料等の増と職員の異動に

よる減で、歳出では総務費及び地域支援事業費、歳入では国庫支出金、県支出金

及び繰入金それぞれ合わせて５７５万４，０００円の減額を行うものでございま

す。事項別明細書の１３ページから１５ページには、給与費明細書を添付してお

りますので、ご参照ください。 

       以上で、説明を終わります。３議案ともご審議賜り、ご賛同いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

 

日程第１７ 議案第６９号 平成３０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）について 

日程第１８ 議案第７０号 平成３０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算（第１号）につ 

             いて 

日程第１９ 議案第７１号 平成３０年度福崎町下水道事業会計補正予算（第１号）について 

 

議    長 日程第１７、議案第６９号、平成３０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１

号）についてから、日程第１９、議案第７１号、平成３０年度福崎町下水道事業
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会計補正予算（第１号）についてまでの議案を一括議題といたします。 

       各案に対する詳細なる説明を求めます。 

上下水道課長 議案第６９号、平成３０年度福崎町水道事業会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 

       議案の次のページをお開きください。 

       この補正予算は、職員の人事異動及び人事院勧告等に基づく人件費の補正並び

に福田水源地ろ過機設置工事の施工不良に係る収入と支出、また工業団地配水池

更新工事に係る土地購入費について補正をお願いするものです。第２条では、平

成３０年度福崎町水道事業会計、第３条の収益的収入及び支出の収入を４１７万

円増額し、４億６，１４７万円に、支出を７３０万円増額し、４億３，２４０万

円としようとするものです。 

       第３条では、予算第４条の本文括弧書き中を「資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額３億５，５３４万円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収

支調整額３，１７７万円、過年度分損益勘定留保資金６，４０４万５，０００円

及び建設改良積立金取り崩し額２億５，９５１万６，０００円で補塡するものと

する」に改めます。 

       資本的収入及び支出の収入はなく、支出を２４万円増額し、４億７，６２４万

円にしようとするものです。 

       また、第４条では、職員給与費を４２８万３，０００円追加し、６，０７５万

６，０００円にしようとするものです。 

       次のページからの補正予算に関する説明書の水補１、２ページには実施計画を

添付していますが、説明につきましては、議案第６９号資料をごらんください。 

       収入につきましては、福田水源地ろ過機底板下部工事の施工不良に係る解決金

として、本工事の施工監理者から全額の支払いがあり、特別利益でその他特別利

益として４１７万円を追加いたします。支出につきましては、営業費用で原水及

び浄水費は４６２万３，０００円を追加、配水及び給水費は１７万８，０００円

を追加、総係費は５１万８，０００円を減額いたします。内容につきましては、

給料、手当、賞与等引当金繰入金、法定福利費で、詳細は内訳欄のとおりです。 

       また、特別損失では、その他特別損失で、福田水源地のろ過機底板下部の補修

工事等に要した費用３０１万７，０００円を追加いたします。 

       次に、資本的収入及び支出では、支出で、工業団地配水池更新工事において、

町有地の購入面積が増えたことにより、土地購入費２４万円を追加いたします。 

       水補３ページには予定キャッシュ・フロー計算書を、水補４、５ページには給

与費明細書を、水補６ページから８ページには予定貸借対照表をお示ししており

ます。 

       以上、議案第６９号の説明を終わらせていただきます。 

       続きまして、議案第７０号、平成３０年度福崎町工業用水道事業会計補正予算

（第１号）について、ご説明いたします。 

       議案の次のページをお開きください。 

       この補正予算は、職員の人事異動及び人事院勧告等に伴い人件費の補正するも

ので、第２条は予算第３条に定めた収益的収入及び支出で、支出を２７万８，０

００円追加し、４，８４７万８，０００円にしようとするものです。 

       また、第３条では職員給与費を２７万８，０００円追加し、９５３万円にしよ

うとするものであります。 

       次のページからの補正予算に関する説明書の工水補１ページには実施計画を添

付しておりますが、説明につきましては、議案第７０号資料をごらんください。 
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       営業費用で送水及び配水費に２７万８，０００円を追加しています。内容につ

きましては、給料、手当、賞与等引当金繰入金、法定福利費で詳細は内訳欄にそ

れぞれ記載のとおりでございます。 

       その他説明資料として、工水補２ページには予定キャッシュ・フロー計算書、

３、４ページには給与費明細書、５ページから７ページには予定貸借対照表をお

示ししていますので、あわせてご参照ください。 

       以上、議案第７０号の説明とさせていただきます。 

       続きまして、議案第７１号、平成３０年度福崎町下水道事業会計補正予算（第

１号）について、ご説明申し上げます。 

       議案の次のページをお開きください。 

       この補正内容は、職員の人事異動等及び人事院勧告等に基づく人件費の補正並

びに農業集落排水処理施設の管理に係る債務負担行為を追加計上するものです。

補正予算の第２条では、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の支出を３２万

４，０００円減額し、１０億７，０６７万６，０００円に、第３条では、予算第

４条の本文括弧書き中で規定した資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

及びその補塡額について、「不足する額３億８，３５５万７，０００円は、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７２３万８，０００円、過年度分損

益勘定留保資金５，８８８万円及び当年度分損益勘定留保資金３億１，７４３万

９，０００円」に改めるとともに、資本的収入及び支出の支出において、７４４

万３，０００円を減額して、８億７，４２５万７，０００円にしようとするもの

でございます。 

       第４条は、予算第８条に定めた職員給与費を７７６万７，０００円減額し、５，

２９４万８，０００円にしようとするものでございます。 

       第５条は、債務負担行為を新たに設定するもので、内容は農業集落排水処理施

設保守点検清掃業務について、平成３１年度の１年間、限度額１，７６０万円を

計上するものでございます。 

       それでは、補正内容について、説明申し上げます。 

       補正予算に関する説明書、下水補１ページ、２ページに実施計画を添付してい

ますが、説明につきましては、議案第７１号資料をごらんください。 

       まず、１ページは収益的収入及び支出の支出でございます。目節ごとの補正額

を記載していますが、左から５列目が補正予定額で、計の欄より右はセグメント

ごとの内容となっています。節の給料、手当、賞与等引当金繰入金、法定福利費

を補正するもので、目、処理場費では、８５８万４，０００円を減額、総係費は

８２６万円を増額いたします。 

       資料２ページは、資本的収入及び支出の支出です。こちらも同じく、節の給料、

手当、賞与等引当金繰入金、法定福利費を補正するもので、目、管路整備費は７

０２万円を減額、雨水の管路整備費では、４２万３，０００円を減額いたします。

詳細につきましては、内訳欄のとおりでございます。 

       次に、資料３ページでは、債務負担行為の設定について、農業集落排水処理施

設６地区の保守管理清掃業務委託の状況をお示ししております。これまでは、委

託グループを２グループ３年契約としておりましたが、株式会社橋本との合特法

による随意契約期間が残り１年の平成３１年度までであること、長目コミプラを

平成３０年度末で公共下水道へ統合することから、平成３２年度からはグループ

を３地区ごとに再編成した上で３年間の契約となるよう、平成３１年度の債務負

担につきましては、単年度といたします。 

       その他説明資料として、下水補３ページには予定キャッシュ・フロー計算書、
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４、５ページには給与費明細書、６ページから８ページには予定貸借対照表をお

示ししておりますので、あわせてご参照ください。 

       以上、議案第７１号の説明とさせていただきます。 

       ３議案ともよろしくご審議賜り、ご賛同いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

日程第２０ 議案第７２号 福崎町道路線の廃止及び認定について 

 

議    長 日程第２０、議案第７２号、福崎町道路線の廃止及び認定についてを議題とい

たします。本案に対する詳細なる説明を求めます。 

まちづくり課長 議案第７２号、福崎町道路線の廃止及び認定について、ご説明申し上げます。 

       当議案は、道路法第１０条第３項及び第８条第２項の規定によりまして、福崎

町道路線を別紙のとおり廃止及び認定することについて、議会の議決を求めるも

のです。 

       福崎駅周辺整備の進捗によりまして、整備後の福崎駅前広場及び福崎駅田原線

上に道路の起点及び終点のある路線につきましては、起終点の位置が変更となり

ます。 

       議案を１枚めくっていただいた別紙をごらんください。 

       廃止する路線は、２級駅文化センター線ほか３路線。認定する路線は、同じく

２級駅文化センター線ほか３路線でございます。それぞれの路線の位置等につき

ましては、議案第７２号資料にお示ししております。 

       まず、１ページの右側をごらんください。 

       １ページは、参考といたしまして、起点と終点を示します位置図だけでは駅周

辺整備により廃止される町道の区域がわかりにくいため、廃止区域を重ねた図面

としております。 

       ２ページをごらんください。 

       左側は廃止する路線で、２級駅文化センター線、起点は福田字藤井３１７番１

地先から、終点は馬田字スガキ８６番１地先まで、延長は６３７．０５メートル、

幅員は３．１メートルから７．３メートルです。 

       右側は認定する路線で、２級駅文化センター線、起点は福田字藤井３２０番６

地先から、終点は馬田字スガキ８６番１地先まで、延長は６２４．３０メートル、

幅員は３．１メートルから７．３メートルです。 

       ３ページをごらんください。 

       ２本目は、左側が廃止する路線で、２級駅稲荷線、起点は福田字藤井３２６番

６地先から、終点は福田字前田２９７番７地先まで、延長は２１７．１３メート

ル、幅員は２．３メートルから４メートルでございます。 

       右側は認定する路線で、２級駅稲荷線、起点は福田字中溝３００番１５地先か

ら、終点は福田字前田２９７番７地先まで、延長は１０６．６２メートル、幅員

は４．０メートルから１０．８メートルです。 

       ４ページをごらんください。 

       ３本目は、左側が廃止する路線で、２級駅新町線、起点は福田字中溝３００番

１６地先から、終点は福崎新字浦野２６９番２地先まで、延長は８６１．４３メ

ートル、幅員は３．３メートルから１２メートルです。 

       右側は認定する路線で、２級駅新町線、起点は福田字中溝２９９番５地先から、

終点は福崎新字浦野２６９番２地先まで、延長は８１４．２７メートル、幅員は

３．３メートルから１２メートルです。 
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       ５ページをごらんください。 

       ４本目は、左側が廃止する路線で、４級７８７号線、起点は福田字藤井３４２

番１地先から、終点は福崎字藤井３３１番３地先まで、延長は１０５．７７メー

トル、幅員は２．１メートルから２．６メートルです。 

       右側は認定する路線で、４級７８７号線、起点は福田字藤井３４２番１地先か

ら、終点は福田字藤井３４３番３地先まで、延長は３８．５８メートル、幅員は

３．１メートルから２２．０メートルです。 

       以上、議案第７２号、福崎町道路線の廃止及び認定についての提案説明とさせ

ていただきます。 

       ご審議いただきまして、ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

議    長 以上で、本定例会１日目の日程は終わりました。 

       次の定例会２日目は１２月１０日月曜日、午前９時３０分から再開いたします。 

       それでは、本日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでございました。 

 

散会 午前１１時３２分 

 

 


